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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2016-101533(P2016-101533A)
【公開日】平成28年6月2日(2016.6.2)
【年通号数】公開・登録公報2016-034
【出願番号】特願2016-31757(P2016-31757)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月16日(2016.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体を用いて遊技が行われる遊技機であって、
　所定の始動条件の成立に基づいて抽選を行う抽選手段と、
　前記抽選の結果に関する演出を表示可能な演出表示部と、
　前記演出に関する制御を実行可能な演出制御手段と、を備え、
　前記演出制御手段は、
　所定形状を模した外形からなる表示物であり、その外形内側の装飾表示態様が所定の表
示態様とされた特定表示物を、前記演出表示部に表示する特定表示物表示手段と、
　前記特定表示物の外形を変化させることなく、該外形内側の装飾表示態様を前記所定の
表示態様から別の表示態様に変化させる外形内装飾変更手段とを有し、
　前記外形内装飾変更手段は、前記特定表示物の外形内側の装飾表示態様を段階的に別の
表示態様へと変化させることが可能であって、
　前記外形内装飾変更手段による前記特定表示物の外形内側の装飾表示態様の変化が終了
した段階によって、前記抽選の結果が当りとなる可能性が相違しうる
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　しかし、従来のパチンコ機と同様の構成では、遊技の興趣性を向上させることが困難で
あった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、興趣性を向上させた遊技機を提供することにある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、上述の課題を解決するためになされたものであり、以下の通りである。
　遊技媒体を用いて遊技が行われる遊技機であって、
　所定の始動条件の成立に基づいて抽選を行う抽選手段と、
　前記抽選の結果に関する演出を表示可能な演出表示部と、
　前記演出に関する制御を実行可能な演出制御手段と、を備え、
　前記演出制御手段は、
　所定形状を模した外形からなる表示物であり、その外形内側の装飾表示態様が所定の表
示態様とされた特定表示物を、前記演出表示部に表示する特定表示物表示手段と、
　前記特定表示物の外形を変化させることなく、該外形内側の装飾表示態様を前記所定の
表示態様から別の表示態様に変化させる外形内装飾変更手段とを有し、
　前記外形内装飾変更手段は、前記特定表示物の外形内側の装飾表示態様を段階的に別の
表示態様へと変化させることが可能であって、
　前記外形内装飾変更手段による前記特定表示物の外形内側の装飾表示態様の変化が終了
した段階によって、前記抽選の結果が当りとなる可能性が相違しうる
　ことを特徴とする。
　また、本発明と別の発明として、以下の構成例を例示する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明によれば、興趣性を向上させることができる。
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